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石垣島高圧変成岩の、縁辺に始新世デタッチメント断層を伴う正立エクストルージョ
ナルドーム
Exhumation of Triassic HP-LT rocks by upright extrusional domes and overlying detach-
ment faults, Ishigaki-jima
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トムル青色片岩は 200-230 Maに変成した。そのエクスヒューム過程を検討した。トムル層と 38˜36 Maである始新統
の宮良層や野底層との境界はこれまでの研究による不整合ではなく、デタッチメント断層であり、また脆性断層岩に野底
層安山岩岩塊が含まれることから、最終的で主要なエクスヒューム構造は始新世に形成された。それは周辺にデタッチ
メント断層を伴う正立したドーム群で、ドーム周辺の二次褶曲の非対称褶曲のフェルゲンツもこの構造方向をもつ。正
立褶曲をもたらすため、エクスヒューム時のトランスフォーム断層境界のステップオーバーを想定した。200-230 Maが
保存されるためには、しかし、38˜36 Ma以前にも、トムル層はエクスヒュームしたことになる（エクスヒュームしない
と、若い年代にリセットされ、200-230 Ma高圧変成作用の記録は失われるため）。レリックのチタン輝石を含み、その
周囲に大きなグロコーフェンが生じたガブロが見られた。ガブロは海山由来で、明らかに高圧変成作用以前に定置して
いて、また D1のストレッチングリニエーションによる剪断に参加していない産状から、堆積性メランジェの岩塊と判断
している。超塩基性岩も同じである。
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